








解答例・出題意図 

 

課題１ 

 

問１ 

 手続き型はプログラムを一連の手順（関数）の実行と捉え、データと手続きは分離して考える。関数

型はプログラムを数学的な関数の組み合わせと捉え、主に不変なデータを入力とし、新しいデータを

出力する関数の連鎖で処理を進める。オブジェクト指向では、オブジェクトはプログラムの中心要素で

あり、データ（状態）とそのデータを操作する手続き（振る舞い）を一つにまとめたものである。プログラ

ムは計算に関与する様々なオブジェクトの振る舞いと相互作用で記述される。 

OOP は「（データの処理を）どのように行うか（手続き型）」や「何（入力データ）が何（出力データ）に

変換されるか（関数型）」よりも、「誰が（どのオブジェクトが）何をするか」に焦点を当て、オブジェクトの

相互作用としてプログラムを構築する考え方である。 

 

問２ 

 多相性（Polymorphism）とは同じインターフェース（メソッドの呼び出し方）でありながら、オブジェ

クトのクラスによって実際の動作が異なる性質のことである。呼び出し側のコードを変更せずに、様々

な種類のオブジェクトを統一的に扱える。例えば、様々な「乗り物（Vehicle）」があり、それぞれ 

move() というメソッドを持つとする。Car オブジェクトの move() は「道路を走る」。Airplane オ

ブジェクトの move() は「空を飛ぶ」。呼び出す側は、具体的な乗り物が車か飛行機かを意識せず 

vehicle.move() と書くだけで、それぞれの乗り物に応じた移動方法が実行される。 

 カプセル化（Encapsulation）とは、オブジェクトのデータ（属性）と、そのデータを操作する手続き

（メソッド）を一つにまとめ、内部の詳細（データの実装方法など）を外部から隠蔽することである。外部

からは、公開されたメソッドを通じてのみオブジェクトを操作する。例えば、Person オブジェクトが 

age という属性を持つとする。age 属性は外部から直接変更できないように隠蔽する。age を 1 つ

増やすには、birthday() という公開メソッドを呼び出す。外部は person.birthday() と呼び出す

だけでよく、年齢がどのように内部で管理・更新されているかを知る必要はない。これにより、データの

整合性を保ち、意図しない変更を防ぐ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



課題２ 

 

問１ 

 

 

問２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



課題３ 

 

問１ 

(a) 

 

 

(b) 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 

   一般論として、エントロピーが最大になるのは(a)のような場合であり、確率に偏りがあればエント

ロピーは小さくなる。従って「すべての面が等しい確率で出るサイコロ」の方がエントロピーは大きい。 

 

問２ 

この問題は、情報社会を支えている情報通信技術（ICT）に関して、分散型アーキテクチャと集中型

アーキテクチャの適切な理解と現実との折り合いをつけようとする思考能力を問うことを意図している。 

 

 

問３ 

最近、社会的問題となっているフィッシング詐欺に対する技術的対策を問うている。関連する技術

は多岐にわたるが、ほとんどの技術はフィッシング詐欺だけに特化した技術というわけではない。それ

らの技術内容を理解するとともに、フィッシング詐欺対策に応用することができるか、またその際にど

のような問題点が生じるか、各技術の特性を踏まえて論理的に説明することが肝要である。 


